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被
保
険
者
と
な
る
対
象
は

① 

75
歳
以
上
の
人（
誕
生
日
の
当
日
か
ら
）。手
続
き

は
不
要
で
、
自
動
的
に
加
入
者
と
な
り
ま
す
。

② 

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
で
、
一
定
の
障
害
が
あ

る
と
認
定
さ
れ
た
人（
障
害
認
定
を
受
け
た
日
か

ら
。
申
請
は
保
険
年
金
課
へ
）

【 

現
在
、
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
障
害
認
定
を
受

け
て
「
老
人
保
健
制
度
」
に
加
入
し
て
い
る
人
】

　

自
動
的
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
加
入
が
切
り

替
わ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
３
月
31
日
ま
で
に
老
人
保

健
制
度
の
資
格
喪
失
の
申
請
を
す
る
こ
と
で
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
へ
加
入
し
な
い
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
の
場
合
、４
月
以
降
も
現
在
の
医
療
保
険
制
度（
国

民
健
康
保
険
、
会
社
や
共
済
組
合
の
健
康
保
険
）に

引
き
続
き
加
入
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
に
よ
り
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
は
、

現
在
受
け
て
い
る
「
福
祉
給
付
金
」（
障
害
認
定
を

受
け
て
い
る
人
の
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
還
付
）

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
選

択
は
慎
重
に
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」に
切
り
替
わ
り
ま
す

に
切
り
替
わ
り
ま
す

４
月
か
ら
新
し
い
医
療
保
険
制
度

４
月
か
ら
新
し
い
医
療
保
険
制
度

▼ 

問
い
合
わ
せ
＝
保
険
年
金
課

　

☎（
32
）８
０
１
１　

（
32
）２
５
８
５　

75歳（一定の障害
がある人は 65歳）
以上の皆さん

　

４
月
に
施
行
さ
れ
る「
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

に
よ
り
、
現
在
75
歳
以
上（
後
期
高
齢
者
）の
皆
さ
ん
な
ど
が
加
入
し

て
い
る
「
老
人
保
健
制
度
」
が
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
へ
切

り
替
わ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
は
「
老
人
保
健
制
度
」
で
医
療
を
受
け
る
と
と
も
に
、
同

時
に
国
民
健
康
保
険
や
勤
め
先
の
健
康
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
制
度

に
も
加
入
し
て
い
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
、
新
し
い
独
立
し
た
医
療

保
険
制
度
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
の
み
加
入
し
、
医
療
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
制
度
の
運
営
は
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合（
下
記
参
照
）が
担
当
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
新
し
い
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※実物とは異なる場合があります。

後期高齢
者医療被

保険者証
有効期限

　平成○
年　○月

　○日

被保険者
番号　　

123456
78

住　所　
　　　　

愛知県西
加茂郡三

好町○○
○○

氏　名　
　　　　

三好　太
郎　　　

　　　　
　　　　

性　別　
　男

生　年　
月　日　

　　　　
　大正１

２年１２
月１２日

　　　

資格取得
年月日　

　　　　
　平成２

０年　4
月　１日

　　　

交 付 年 月 日 　　　　
　 平成２

０年　4
月　１日

　　　

発　効　
期　日　

　　　　
　平成２

０年　4
月　１日

　　　

一部負担
金の割合

　　1 割

保険者番
号

3 9 2 3 0 0 0 0

保 険 者
名 　 　

　  愛知
県後期高

齢者医療
広域連合

　すべての市町村が加入する各都道府
県の「後期高齢者医療広域連合」が制
度を運営します。
●保険証の発行
●保険料の賦課　
●医療費の給付など

●保険料の徴収
●保険証の引き渡し
● 申請や届出の受付

75歳以上の人
65歳以上75歳未満で一定の障害がある人

保険料保険料
給付・保険証給付・保険証

広域連合（特別地方公共団体） 三好町三好町

被保険者被保険者

〔後期高齢者医療被保険者証〕
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療
費
の
一
部
を
負
担
し
ま
す
。

○
現
役
並
み
所
得
の
あ
る
人
…
３
割
負
担

○
一
般（
現
役
並
み
所
得
の
あ
る
人
以
外
）…
１
割
負
担

※
「
現
役
並
み
所
得
の
あ
る
人
」
と
は
、
同
一
世
帯

に
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
あ
る
被
保
険
者

（
平
成
20
年
７
月
ま
で
は
被
保
険
者
で
な
い
70
歳
以

上
を
含
む
）が
い
る
世
帯
の
人
で
す
。
た
だ
し
、
次

の
世
帯
の
場
合
は
申
請
に
よ
り
１
割
負
担
に
な
り
ま

す
。

単
身
世
帯
…
収
入
額
が
３
８
３
万
円
未
満
の
と
き

被
保
険
者
が
２
人
以
上
い
る
世
帯
…
収
入
額
の
合
計

　

が
５
２
０
万
円
未
満
の
と
き

② 

入
院
し
た
と
き
は
、
医
療
費
の
ほ
か
に
食
事
の
回

数
な
ど
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
金
額
を
、
食
事
代

と
し
て
負
担
し
ま
す
。

③ 

窓
口
負
担
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
は
、
高
額
療
養

費
と
し
て
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
１
年
間
の
医
療
費
負
担
額
と
介
護
費
負
担
額

を
合
計
し
て
一
定
額
を
超
え
た
場
合
、
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

④   

保
険
証
を
提
示
せ
ず 

医
療
費
を
全
額
負
担
し
た
と

　

き
は
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
自
己
負
担
し
た

　

額（
１
割
ま
た
は
３
割
）以
外
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑤ 

被
保
険
者
が
死
亡
し
葬
祭
を
行
っ
た
場
合
に
、
葬

祭
費
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　

保
険
料
は
大
切
な
財
源
で
す

　

高
齢
者
の
医
療
費
を
安
定
的
に
支
え
る
た
め
に
は
、

現
役
世
代
と
高
齢
者
が
負
担
能
力
に
応
じ
て
公
平
に

負
担
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
加
入
す
る
制
度
に
よ
っ
て
、
保
険
料

を
負
担
す
る
人
と
負
担
し
な
い
人
が
あ
り
、
市
町
村

に
よ
っ
て
保
険
料
に
差
が
あ
り
ま
し
た
。
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
で
は
、
高
齢
者
に
負
担
能
力
に
応
じ
て

保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
原
則
と
し
て
、
愛
知
県
内
で
同
じ
所
得
で
あ
れ

ば
同
じ
保
険
料
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
額
は
、
全
員
に
等
し
く
負
担
し
て
い
た
だ

く
「
均
等
割
額
」
と
、
所
得
に
応
じ
て
負
担
し
て
い

た
だ
く
「
所
得
割
額
」
の
合
計
額
に
な
り
ま
す
。

　

愛
知
県
内
の
均
等
割
額
は
年
額
４
万
１
７
５
円
、

所
得
割
額
を
算
出
す
る
所
得
割
率
は
７
・
43
％
で
す
。

（
平
成
20
・
21
年
度
の
２
年
間
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）

　

保
険
料
は
、
一
人
当
た
り
最
高
で
年
間
50
万
円
ま

で
で
す
。

《
変
わ
る
こ
と
》

① 

国
民
健
康
保
険
や
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
保

険
者
と
被
扶
養
者
の
全
員
が
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

② 

新
し
い
保
険
証（
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
）

を
全
員
に
交
付
し
ま
す
。

　

医
療
を
受
け
る
と
き
は
こ
の
保
険
証
１
枚
を
必
ず

窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
現
在
の
保
険
証

（
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
）と
老
人
保
健
法

医
療
受
給
者
証
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

③
被
保
険
者
全
員
が
保
険
料
を
負
担
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
原
則
と
し
て
年
金
か
ら
天
引
き
。
今
ま

で
保
険
料
を
負
担
し
て
い
な
か
っ
た
被
扶
養
者
も
保

険
料
を
負
担
し
ま
す
。

《
変
わ
ら
な
い
こ
と
》

① 

診
察
を
受
け
る
と
き
は
、
老
人
保
健
と
同
様
に
医

75歳以上の全員が後期高齢
者医療制度の被保険者

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
と

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
と

《
変
わ
る
こ
と
》と《
変
わ
ら
な
い
こ
と
》

《
変
わ
る
こ
と
》と《
変
わ
ら
な
い
こ
と
》

均等割額
（40,175 円）

所得割額（総所得金額－基礎控除額[33万円]）
×7.43％

＋

＝ 保険料額

（例） 単身世帯で、厚生年金を 208万円（総所
　　得金額88万円）受給している場合
　　40,175円+（88万円－33万円）×7.43％
　　＝81,000円（100円未満切り捨て）

■保険料の計算（年額）

75歳以上の医療保険の被
保険者

75歳以上の会社の健康
保険、共済組合などの被
扶養者
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【
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
】

　

こ
れ
ま
で
自
分
で
保
険
料
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た

会
社
の
健
康
保
険
や
共
済
保
険
組
合
な
ど
の
被
扶
養

者
の
人
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
に

な
っ
た
月
か
ら
２
年
間
は
、
保
険
料
の
均
等
割
額
が

５
割
軽
減
さ
れ
、
所
得
割
額
が
課
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
た
だ
し
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
は
、
保

険
料
は
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
10
月
か
ら
平
成
21

年
３
月
ま
で
は
、
本
来
の
年
間
保
険
料
額
が
９
割
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　
　

保
険
料
の
減
免

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
人
は
、
保
険
料
の
減
免
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

◎ 

災
害
に
よ
り
、
住
宅
や
家
財
に
著
し
い
損
害
を
受

け
た
場
合

◎ 

事
業
の
廃
止
、
失
業
な
ど
に
よ
り
収
入
が
著
し
く

減
少
し
た
場
合

　

減
免
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
保
険
年

金
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

55

総所得金額等の合計が　　　　　

基礎控除額（33万円）以下の世帯

総所得金額等の合計が基礎控除額（33万円）を超え〔基礎控
除額 (33万円 )+24.5 万円×世帯の被保険者数〕以下の世
帯（世帯主である被保険者本人は除く）

総所得金額等の合計が基礎控除額（33万円）を超え〔基礎控

除額（33万円）＋ 35万円×世帯の被保険者数〕以下の世帯

保険料の均等割額を
7割軽減（12,052円）

保険料の均等割額を
5割軽減（20,087円）

保険料の均等割額を
2割軽減（32,140円）

■減額判定

　
　

保
険
料
の
納
め
方

　

年
金
を
年
額
18
万
円
以
上
受
け
取
っ
て
い
る
人
は
、

年
金
か
ら
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す（
特
別
徴
収
）。

　

そ
れ
以
外
の
人
は
口
座
振
替
や
納
付
書
な
ど
で
納

め
ま
す（
普
通
徴
収
）。

　

た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
額
が
、

年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
普
通
徴
収
に

な
り
ま
す
。

　
　

保
険
料
の
減
額

　

所
得
の
低
い
世
帯
や
、
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
は

保
険
料
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
申
請
は
不
要
で
す
。

【
所
得
の
低
い
世
帯
の
人
】

　

世
帯
主
と
被
保
険
者
の
総
所
得
金
額
の
合
計
額
に

よ
っ
て
減
額
判
定
を
行
い（
下
表
）、
保
険
料
の
均
等

割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
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平成18年度温室効果ガス施設別排出量
合計4,384トン（対前年比99.2％）

平
成
18
年
度
三
好
町
公
共
施
設

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
公
表

　

役
場
庁
舎
、
中
央
図
書
館
、
歴
史
民
俗
資
料

館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
保
育
園（
９
園
）、
不
燃

物
埋
立
処
分
場
、
三
好
丘
交
流
セ
ン
タ
ー
、
サ

ン
ネ
ッ
ト
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
生
き
が

い
セ
ン
タ
ー
、
緑
と
花
の
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
、
総
合
体
育
館
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
、
小
中
学
校（
11
校
）、
明
越
会
館
、
中
央

公
民
館
、
三
好
池
カ
ヌ
ー
セ
ン
タ
ー
、
保
田
ケ

池
カ
ヌ
ー
ポ
ロ
競
技
場
管
理
事
務
所
、
旭
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー（
旧
教
育
学
習
セ

ン
タ
ー
）、
サ
ン
ア
ー
ト
、
三
好
町
民
病
院

◆ 

地
球
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
の
背
景
と
三
好
町

の
削
減
目
標

　

地
球
温
暖
化
は
、
家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら
排
出

さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
の
増
加
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
類
の
生

活
基
盤
を
脅
か
す
深
刻
な
問
題
で
す
。

　

平
成
９
年
に
開
催
さ
れ
た
「
地
球
温
暖
化
防
止

京
都
会
議（
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
３
回
締
約
国
会

議
）」
で
採
択
さ
れ
た
「
京
都
議
定
書
」
で
は
、
日

本
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
は
、
平
成
20
年
か

ら
平
成
24
年
ま
で
の
５
年
間
で
、
平
成
２
年
の
レ
ベ

ル
よ
り
６
％
削
減
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

（
平
成
17
年
２
月
16
日
発
効
）。
し
か
し
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
は
、
基
準
年
の
平
成
11
年
に
は
平
成
２
年

よ
り
さ
ら
に
７
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
三
好
町
で
は
、
日
本
に
お
け
る
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
削
減
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、
平
成
20
年

か
ら
平
成
24
年
ま
で
の
間
に
平
成
11
年
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
よ
り
13
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。 ▼

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課　

☎（
32
）８
０
１
８   

（
32
）２
５
８
５

小中学校11校 12.9％
565トン（105.6％）

町民病院 35.0％町民病院 35.0％
1,533トン（95.0％）1,533トン（95.0％）

サンアート 10.9％
476トン（96.7）％

学校給食センター 10.6％
463トン（102.7％）

役場庁舎 10.2％役場庁舎 10.2％
446トン（97.6％）446トン（97.6％）

福祉センター 2.4％
104トン(90.4％）

総合体育館 6.1％総合体育館 6.1％
267トン（118.7％）267トン（118.7％）

保育園 9園 2.1％
93トン（94.9％）

そのほか15施設 9.8％
 437トン(94.8％）

※（　）内は対前年比

◆ 

温
室
効
果
ガ
ス
の
算
出
方
法

　

平
成
18
年
度
の
三
好
町
の
各

公
共
施
設
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量（
下
表
）は
、
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
の
使
用
量
や
可
燃
ご
み
の

排
出
量
な
ど
の
実
績
を
算
出
根

拠
と
し
て
、
排
出
量
を
算
出
し

て
い
ま
す
。

　

三
好
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
18
年
度

の
町
内
の
公
共
施
設
な
ど
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
調
査

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

温室効果ガス排出量削減取り組み施設
(41施設）
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◆
町
施
設
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

　

町
施
設
の
平
成
18
年
度
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

合
計
は
４
、３
８
４
ト
ン
で
し
た
。
こ
れ
は
平
成
11

年
度（
基
準
年
）の
２
、８
６
３
ト
ン
に
比
べ
て
53
％

増
加
し
て
い
ま
す
。（
左
表
）

　

増
加
の
主
な
要
因
は
、
平
成
12
年
10
月
の
町
民
情

報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー「
サ
ン
ネ
ッ
ト
」の
開
設
や
平

成
13
年
の
三
好
町
民
病
院
新
築
移
転
、
平
成
14
年
９

月
の
教
育
学
習
セ
ン
タ
ー（
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
）開

設
、
平
成
15
年
４
月
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
新
築

温室効果ガス排出量（実績・達成目標）

11年度 18年度 　　 達成目標
（平成20年～24年）

（単位：トン）

平成18年度温室効果ガス種類別排出量 移
転
、
平
成
15
年
４
月
の
三
好
丘
交
流
セ
ン
タ
ー
開

設
、
平
成
18
年
４
月
の
三
好
丘
中
学
校
開
校
な
ど
対

象
施
設
の
増
加
で
す
。

　

ま
た
平
成
17
年
度
と
比
べ
る
と
、
35
ト
ン（
０
・
８

％
）減
少
し
ま
し
た
。

◆
温
室
効
果
ガ
ス
の
人
為
的
な
発
生
源

　

わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
、
石
油
や
石
炭
を
燃
や
し

た
と
き
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
温

暖
化
の
最
大
の
原
因
は
、
そ
の
時
に
発
生
す
る
温
室

効
果
ガ
ス
、
特
に
二
酸
化
炭
素
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

  

二 

酸
化
炭
素
…
石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化
石
燃
料

の
燃
焼
、
廃
棄
物
の
焼
却
な
ど
で
発
生

一 

酸
化
二
窒
素
…
化
石
燃
料
の
燃
焼
、
自
動
車
の
走

行
な
ど
に
伴
い
発
生

 

メ 

タ
ン
…
化
石
燃
料
の
燃
焼
、
下
水
処
理
、
糞ふ

ん
に
ょ
う尿

処

理
、
自
動
車
の
走
行
な
ど
に
伴
い
発
生

ハ 

イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
…
カ
ー
エ
ア
コ
ン
の

冷
媒
な
ど
の
充
て
ん
剤
廃
棄
時
の
漏
れ
な
ど
で
発

生

種　類 排出量
（トン）

割合
（％）

二酸化炭素 4,375 99.8

一酸化二窒素 5 0.1

メタン 2 0.05

ハイドロフル
オロカーボン 2 0.05 

合　計 4,384 100

17年度

◆ 

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
の
町
の
取
り
組
み

　

温
室
効
果
ガ
ス
６
％
削
減
を
目
指
す
国
民
的
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
」
の
一
員
と

し
て
、
職
員
一
人
一
人
が
普
段
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心

掛
け
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
暖
房
は
20
℃
、
冷
房
は
28
℃
に
設
定
②
蛇
口
を
こ

ま
め
に
閉
め
て
節
水
③
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心
掛
け
る

④
エ
コ
製
品
を
選
ん
で
購
入
⑤
過
剰
包
装
を
断
る
⑥

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
こ
ま
め
に
抜
い
て
節
電

◆ 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
利
用
に
よ
る
温
室
効
果

ガ
ス
発
生
抑
制
効
果

　

町
民
病
院
に
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
雨
水

貯
留
施
設
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
発
電
機
で
天
然
ガ

ス
な
ど
を
燃
焼
さ
せ
動
力
を
得
る
際
の
排
熱
を
冷
暖

房
や
給
湯
に
再
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
「
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
使
用
。
こ
れ
に
よ
り
年
間
４
・
９

％
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
を
抑
制
し
ま
し
た
。

　

ま
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
や
太
陽
熱
利
用
温
水
施
設
、
生
ご
み
処
理
機

を
設
置
。
こ
れ
に
よ
り
年
間
５
・
８
％
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
発
生
を
抑
制
し
ま
し
た
。

◆  

外
部
監
査
と
今
後
の
対
応

　

有
識
者
な
ど
５
人
で
構
成
さ
れ
た
監
査
機
関
に
よ

る
外
部
監
査
制
度
を
設
置
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

へ
の
公
共
施
設
の
年
間
の
取
り
組
み
状
況
と
実
績
に

つ
い
て
監
査
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
二
酸
化
炭
素
の

削
減
だ
け
で
な
く
緑
化
計
画
な
ど
吸
収
の
面
も
考
え

て
は
ど
う
か
な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
監
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
引
き
続
き
地
球

温
暖
化
防
止
対
策
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

4000

2000

3000

1000

2,863トン

4,419トン

2,491トン

4,384トン
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心の通う対話の町政 進行中

「ヴォイス」

三
好
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
町
政

に
対
す
る
意
見
を
町
長
が
直
接
お
聴
き
す
る
、

対
話
集
会「
皆
さ
ま
と
語
る
会
」を
開
催
し
た

り
、提
言
箱
や
電
子
メ
ー
ル
な
ど
を
通
し
て「
皆

さ
ま
の
提
言
」を
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
に

よ
っ
て「
心
の
通
う
対
話
の
町
政
」を
進
め
て
い

こ
う
と
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

「
皆
さ
ま
と
語
る
会
」
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と

町
長
の
発
言
要
旨
や
「
皆
さ
ま
の
提
言
」に
寄

せ
ら
れ
た
意
見
の
う
ち
、主
に
生
活
に
か
か
わ

る
内
容
の
意
見
と
回
答
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は「
皆
さ
ま
の
提
言
」に
寄
せ
ら
れ
た
意

見
の
要
旨
と
、
そ
れ
に
対
す
る
三
好
町
と
し
て

の
考
え
方
を
抜
粋
で
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
提
言

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
実
施
時
間
は
午
後
６

時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
両
親
が
働
い
て
い

る
人
の
利
用
も
多
く
、
午
後
６
時
ま
で
に
子
ど

も
を
迎
え
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
も
う
少
し
遅
く
ま
で
実
施
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

保
育
園
は
午
後
７
時
ま
で
、
ま
た
は
24
時
間

保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
小
学
校
に
入
学

す
る
と
午
後
６
時
で
は
母
親
が
働
き
続
け
る
こ

と
が
困
難
で
す
。
近
隣
の
自
治
体
で
は
午
後
６

時
30
分
、
ま
た
は
午
後
７
時
ま
で
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
ま
す
が
、
毎
日
午
後
６
時
か
ら
７
時
は
主
婦

が
一
番
忙
し
い
時
間
帯
な
の
で
、
援
助
会
員
の

確
保
が
非
常
に
難
し
い
で
す
。
時
間
延
長
の
実

施
を
早
急
に
お
願
い
し
ま
す
。
時
間
延
長
が
困

難
な
ら
ば
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
集
団
下
校
を

認
め
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
実
施
時
間
は
、
小
学

校
の
放
課
後
か
ら
午
後
６
時
ま
で
で
す
。
迎
え

に
つ
い
て
は
子
ど
も
の
安
全
を
考
え
て
、
保
護

者
ま
た
は
保
護
者
か
ら
依
頼
さ
れ
た
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
援
助
会
員
が
、

児
童
ク
ラ
ブ
ま
で
迎
え
に
き
て
い
ま
す
。

　

近
隣
市
町
の
公
立
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
所
時
間

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
豊
田
市
、
刈
谷
市
、
知

立
市
で
午
後
６
時
30
分
ま
で
開
所
し
て
い
ま
す
。

日
進
市
、
長
久
手
町
は
三
好
町
と
同
じ
午
後
６

時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
長
久
手
町
で
は
子

ど
も
の
健
全
育
成
を
考
え
、
今
以
上
の
時
間
延

長
は
考
え
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

最
近
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
状
況
は
、

明
越
児
童
ク
ラ
ブ
と
天
王
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
午

後
６
時
ま
で
に
全
児
童
が
帰
宅
し
ま
す
。
ま
た

み
ど
り
児
童
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、
６
カ
所
の
児

童
ク
ラ
ブ
で
も
毎
日
１
人
か
ら
４
人
程
度
の
児

童
が
、
午
後
６
時
15
分
ご
ろ
ま
で
に
帰
宅
し
ま

す
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
時
間
延
長
は
指
導

員
の
確
保
の
問
題
も
あ
り
、
す
ぐ
に
実
施
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
。
今
後
の
利
用
状
況
や
近
隣

市
町
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
児
童
だ
け
の
集
団
下
校
は
、
時
間
的
に

地
域
で
の
見
守
り
も
少
な
く
な
り
、
子
ど
も
の

安
全
な
下
校
が
確
保
さ
れ
な
い
た
め
、
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

東
海
地
震
が
騒
が
れ
る
中
で
、
火
災
が
発
生

し
た
場
合
の
水
利
の
確
保
や
隣
接
に
防
火
ポ
ン

プ
の
設
置
が
必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

　

現
在
、
町
内
に
は
防
火
水
槽
が
１
６
８
カ
所

皆
さ
ま
の
提
言

意
見　
　
　
　
　
　
　
　

(
電
子
メ
ー
ル)

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
時
間
延
長
に

つ
い
て

答
え　
　
　
　
　

(

担
当　

防
災
安
全
課)

町
内
に
は
防
火
水
槽
１
６
８
カ
所
、

耐
震
性
貯
水
槽
が
12
カ
所
あ
り
ま
す

町内の各小学校などで授業後開所されている
放課後児童クラブ

と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん

意
見　
　
　
　
　
　
　
　

(

電
子
メ
ー
ル)

東
海
地
震
に
備
え
た
水
利
の
確
保
と

防
火
ポ
ン
プ
の
設
置
に
つ
い
て

答
え　
　
　
　

(

担
当　

子
育
て
支
援
課)

指
導
員
の
確
保
や
今
後
の
利
用
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
し
ま
す
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に
設
置
し
て
あ
り
、
40
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

も
の
は
耐
震
性
の
あ
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
発
生
時
に
は
、
尾
三
消
防
本
部
の
消
防
車

両
と
三
好
町
消
防
団
13
分
団
の
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
積
載
車
と
ポ
ン
プ
自
動
車
に
よ
り
消
火
活

動
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
耐
震
性
貯
水
槽
は
12

カ
所
あ
り
ま
す
。
容
量
60
立
方
メ
ー
ト
ル
の
も

の
が
打
越
字
小
林
地
内
、
三
好
上
公
民
館
、
福

谷
公
民
館
、
天
王
小
学
校
の
４
カ
所
、
１
０
０

立
方
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
三
好
町
役
場
、
サ
ン

ア
ー
ト
、
町
民
病
院
、
黒
笹
公
民
館
、
三
好
中

学
校
、
北
中
学
校
、
南
中
学
校
、
西
一
色
字
村

地
内
の
８
カ
所
で
す
。
１
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル

の
８
カ
所
の
内
、
各
中
学
校
に
設
置
し
て
あ
る

貯
水
槽
は
飲
料
水
兼
用
型
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
歴
史
民
俗
資
料
館
の
ひ
な
人
形
展

で
は
、
例
年
の
よ
う
に
ひ
な
人
形
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。
知
多
市
や
田
原
市
の
資
料
館
か
ら

お
借
り
し
た
物
を
含
め
、
御ご
て
ん殿
飾
り
の
ひ
な

人
形
の
迫
力
は
見
ご
た
え
十
分
で
す
。
展
示

は
16
日
ま
で
で
あ
と
わ
ず
か
。
お
早
め
に
ど

う
ぞ
。

わ
が
家
も
35
年
前
の
娘
の
び
ょ
う
ぶ
段
飾

り
び
な
が
久
し
振
り
に
フ
ル
装
備
で
お
目
見

え
。
こ
こ
数
年
、
机
の
上
に
平
並
べ
で
お
茶

を
濁
し
て
い
た
の
に
、
早
々
に
飾
り
付
け
ら

れ
て
び
っ
く
り
で
す
。
８
カ
月
に
な
る
初
孫

の
初
節
句
で
し
た
が
、
父
親
の
転
勤
で
ハ
ワ

イ
島
に
住
ん
で
い
ま
す
。
折
に
触
れ
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
交
信
し
て
い
ま
す
が
、
い
か
ん

せ
ん
画
面
の
中
、
ま
だ
言
葉
も
話
せ
ず
も
ど

か
し
さ
は
増
す
ば
か
り
。
そ
の
た
め
孫
の
写

真
と
娘
の
ひ
な
人
形
の
取
り
合
わ
せ
で
内だ

い
り裏

び
な
な
ら
ぬ
、
代
理
4

4

び
な
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

以
前
こ
の
地
域
で
は
初
節
句
の
時
、
近
所

の
人
が
見
に
き
て
く
れ
、
お
菓
子
を
振
る
舞

い
、
仲
間
入
り
を
お
願
い
し
た
も
の
で
す
。

ず
い
ぶ
ん
遠
く
か
ら
も
来
て
く
れ
た
覚
え
が

あ
り
ま
す
。
今
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
比
例
し
、
地
域
の
つ

な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、
隣
近
所
の
結
婚
、

出
産
な
ど
知
ら
ず
に
い
る
こ
と
が
多
い
こ
の

ご
ろ
で
す
。

先
日
、
地
元
の
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
の
女

性
が
「
昔
の
こ
の
地
域
の
様
子
が
語
り
継
が

れ
な
く
な
っ
て
、
知
ら
ず
に
過
ぎ
て
し
ま
う

こ
と
は
残
念
だ
」
と
い
う
よ
う
な
話
を
さ
れ

ま
し
た
。
昔
よ
く
見
か
け
た
井
戸
端
会
議
は

な
く
な
り
、
家
族
内
の
会
話
も
減
っ
て
い
ま

す
。
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
家
族
の
会
話
を

基
に
、
お
隣
さ
ん
か
ら
地
域
へ
大
き
く
広
が

っ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

「
じ
い
ち
ゃ
ん
が
小
さ
い
こ
ろ
、
庭
に
防ぼ

う

空く
う
ご
う壕
が
掘
っ
て
あ
っ
て
、
警
報
が
鳴
る
と
大

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
を
引
い
て
真
っ
先
に
逃
げ

込
ん
だ
も
の
だ
よ
。
小
さ
い
池
も
あ
っ
て
、

遠
く
の
た
め
池
か
ら
水
が
入
る
よ
う
に
な
っ

て
い
て
、
防
火
用
水
や
畑
の
水
や
り
に
使
っ

て
い
た
ん
だ
よ
。
あ
そ
こ
に
は
水
車
小
屋
が

２
つ
あ
っ
て
米
つ
き
を
し
て
い
た
り
、
田
ん

ぼ
や
畑
を
使
い
や
す
く
改
良
し
た
り
し
た
ん

だ
よ
」
と
そ
ん
な
昔
の
こ
と
を
い
ず
れ
孫
に

話
し
て
聞
か
せ
て
や
り
た
い
と
思
う
主
役
不

在
の
初
節
句
で
す
。

孫
の
初
節
句
に
思
う
心

連
載
第
62
回

皆さまからの提言をお待ちしています
　三好町では、心の通う対話の町政を進めていこうと、町政に対する
皆さまからの提言をいただくため「皆さまの提言箱」を設けています。

▼設置場所＝役場、サンネット、サンアート、町民病院、総合体育館、
中央図書館
※提言は「皆さまの提言箱」のほか、下記のいずれかの　　　　　　
方法でも受け付けています。
①電子メール…  teigen@town.aichi-miyoshi.lg.jp
②ファクス… （３４)６００８
③郵便…〒 470-0295 三好町役場秘書広報課あて(住所不要）
　　　　　　　　　　　　　　　　　秘書広報課☎(３２)８３５７

３
月
３
日(

月)

午
前
８
時
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
、
ラ
ジ
オ
・
ラ
ブ
ィ
ー
ト(

78･

６
Ｍ
Hz)

の

「
み
よ
し
モ
ー
ニ
ン
グ
ニ
ュ
ー
ス
」
で
、
久
野
町
長
が
コ
ラ
ム
の
内
容
を
話
題
に
生
出
演
し
ま
す
。

携帯電話からメー
ルで提言できます

貯
水
槽
は
飲
料
水
兼
用
型
と
な

て
い
ま

火災発生時には尾三消防本部の消火活動を後方から支
援する三好町消防団13分団
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